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Governance as a Means of Sinicization:
…… Political Justice in China and Criticism
of the “Xinjiang Uyghur Autonomous Region Regulations
on Elimination of Extremism” ……
SUZUKI Keifu
Summary
According to Professor Ken Suzuki, in China “law and politics are
indivisible,” and “the Chinese Communist Party is above the law, with the
all-powerful party-state functioning as an extralegal entity.” In the first
half of the paper, the author writes that China today is under dictatorial
one-party rule, and with the judiciary and judges lacking any
independence, it is an anti-constitutional state. As a rule, court decisions
are approved on the basis of adherence to party ideology. On this subject,
Professor Kazushige Sakaguchi has asserted that in China “the courts
are a tool of government authority,” and notes the policy of strengthening
this authority during the 1980s yanda (“strike hard”) crackdown. The































Xinjiang Uyghur Autonomous Region Anti-Extremism Regulations
enacted in October 2018, which harshly restrict the religious and
linguistic freedom of the Uyghur minority populace despite Chinaʼs
official proclamations that it is a multi-ethnic nation. The regulations are
evidently intended to build “one Chinese nation” dominated by the Han
ethnic group through Sinicization of minority ethnic groups. This is a
clear violation of Article 27 of the International Bill of Human Rights. The
author intends to continue closely following legal trends in neighboring
countries from a standpoint of respect for justice and equality, freedom
and democracy, and the cultural autonomy of ethnic minorities.
(Cf. Meiji University Professor Dr. Ken Suzuki, b.1960; Osaka University
















































中国は、2017 年⚓月 30 日、⽝新疆ウイグル自治区過激化除去条例⽞（以









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































法律⽜（Gesetz zur Sicherung der Einheit von Partei und Staat, 1933）や






























ための法律）⽜（Ermächtigungsgesetz; Gesetz zur Behebung der Not von







るための法律⽜（Blutschutzgesetz.; Gesetz zum Schutze des deutschen





































































































































































































































237））； G. Radbruch, Die Natur der Sache als juristische Denkenform (1948),


















































る。Justus Wilhelm Hedemann, Die Flucht in die Generalklauseln, Verlag J. C.






































































































































































寛容⽞前掲 316 頁～317 頁。
（38）載澤軍⽛被征地農民権益司法保護深析─対貴州省清鎮市情的調査⽜⽝中国













































































海道大学出版会、2009）245 頁以下、248 頁、255 頁。；同⽛現代中国における
⽝司法⽞の構造（⚖）─厳打：なぜ刑事裁判が道具となるのか？─⽜⽝北大法学























































（58）鄭林⽛厳厲打撃刑事犯罪活動⽜⽝法学研究⽞1983 年第⚕期 18 頁：陳興良は
いう。⽛鄧正平氏が厳打闘争の直接的な決断者であ（る）⽜、同⽛厳打利弊之議⽜








































第 57 巻第⚕号 42 頁以下。
（64）坂口一成⽛現代中国における⽝司法⽞の構造（⚔）─厳打⽜⽝北大論集⽞第






Dahm）とヴォルフ（E.Wolf）によるものである。；Erik Wolf, Richtiges Recht
im nationalsozialistischen Staate, 1934. S. 14. この拙訳が、⽛エーリク・ヴォル
フ：ナチス国家の正当な法⽜として、⽝専修総合科学研究⽞第 26 号（2018）101
頁以下。さらに、拙論⽛ナチス国家における正法について…E. ヴォルフ没 40
年…⽜⽝札幌学院法学⽞第 34 巻第⚒号（2018）22 頁、及び拙論⽛制定法を超え
た不法実務…ナチ司法と E. ウォルフの⽝正法⽞をめぐって⽜⽝札幌学院法学⽞
第 31 巻⚑号（2014）243 頁以下 註（69）。この言葉は、ラートブルフが⽛不
寛容な悪法⽜に対する抵抗を論じた際に用いたものである。すなわち、
Radbruch, Gesetzliches Unrecht und übergesetzliches Rechts,1946: GRGA 3, S.
83～S. 93. 邦訳前掲 261 頁。
（67）⽛全権授権法⽜の下で制定された数々の悪法の類型については、Karl
Dietrich Bracher, Die deutsche Diktatur — Entstehung, Struktur, Folgen des
Nationalsozialismus, Kiepenheuer und Witsch, Köln, 4. Aufl. 1972, S. 231ff.；K.
D. ブラッハー著⽝ドイツの独裁─ナチズムの生成・構造・帰結⽞Ⅰ、山口定・
高橋進訳（岩波書店、1975）382 頁以下に従った。知識人が⽛強制的な同質化⽜
から次第に⽛自発的に同質化⽜して行き（Ⅰ、S. 247．訳 407 頁）、裁判官も




























⽛下からは自発的な同一化⽜が行われた、と。Helmut Ortner, Der Hinrichter:




標語として表現している。Hubert Rottleuthner, Substantieller Dezisionismus
— Zur Funktion der Rechtsphilosophie im Nationalsozialismus, ARSP Beiheft
Nr. 18, 1983 S. 28ff．⽛実体的決断主義─ナチズムにおける法哲学の機能につ
いて─⽜（竹下賢訳）、H. ロットロイトナー編⽝法、法哲学とナチズム⽞（みす
ず書房、1987）46 頁。
（69）Erik Wolf, Das Rechtsideal des nationalsozialistischen Staates, ARSP. Bd.















夫⽛制定法を超えた不法実務⽜前掲 247 頁～250 頁。
（70）Arthur Kaufmann, Rechtsphilosophie und Nationalsozialismus, ARSP


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































法学⽞第 26 巻第⚒号（2010）25 頁以下。
（⚒）毛沢東⽛関於蔵工作与中央負責同志的談話⽜において、少数民族から自治
区の書記を当てるべきこと指示している。桑杰⽛関於毛沢東民族区域自治思







































































文化権利保障初探⽜⽝貴州民族研究⽞2007 年第⚖期 21 頁以下；この拙訳が⽝マ
































務⽜⽝甘肅政治法学院学報⽞2015 年⚒期 15 頁以下。この邦訳が⽝現代中国の法
治と寛容─国家主義と人権憲政のはざまで─⽞前掲 65 頁以下。
（16）小嶋祐輔⽛⽝民族⽞化される格差─新疆ウイグル自治地区を例に─⽞愛知
大学現代中国学会編⽝中国 21⽞Vol. 30（2009）204 頁。
（17）新井凛子・大谷順子は、少数民族に向けられた双語教育がもつ、所謂⽛偏
向教育⽜の問題点を突いている。⽝21 世紀東アジア社会学⽞2016（⚘）57 頁～







報⽞2018 年第⚓期 50 頁。
（19）顧華詳⽛論極端化除去法治処置─兼解読⽝新疆維吾爾自治区去極端化条
例⽞⽜、⽝科学与無神論⽞2018 年第⚖期 14 頁～17 頁。この拙訳が⽛過激化除去
の法治措置について…⽝新疆ウイグル自治区過激化除去条例⽞の解読を兼ねて
…⽜⽝専修総合科学研究⽞第 27 号（2019）103 頁～130 頁。
（20）鈴木賢はイスラーム教に対する⽛宗教活動への管理・統制⽜を詳述して、
⽛中国におけるイスラーム法の移植⽜、⽝アジアにおけるイスラーム法の移植⽞
（成文堂、1997）本論第⚓章、とくに 70 頁～73 頁。ただ宗教活動への規制は、
唯一、イスラム教に対してだけではなく、キリスト教などへも広範に及んでい
る。佐藤千歳⽛中国浙江省におけるキリスト教会取締りと信仰維権─権威主
義体制における異議申し立てとその限界⽜⽝日中社会学研究⽞2017 年第 25 号
96 頁以下、共産党指揮下の宗教政策を概観した、関口泰由⽛中国共産党政権下
における宗教─宗教政策を中心として─⽜⽝総合社会情報研究科紀要⽞日本大
学 No.5（2004）68 頁～78 頁参照。

























14 頁；この拙訳が⽝現代中国の法治と寛容⽞前掲 149 頁。





























































国家 中国⽞（岩波新書赤版 938、2008）116 頁～118 頁。
（29）費孝通による⽛エスニシティの探究─中国民族に関する私の見解⽜（塚田
誠之訳）は、費孝通編著⽝中華民族の多元一体構造⽞西澤治彦他共訳（風響社、














Glazer and Daniel P. Moynihan, eds., Ethnicity: Theory and Experience




究⽞2018 年第⚔期⚙頁、15 頁。2018 年第 13 回人民代表大会第一回会議での
発言。閻麗娟・李智勇、前掲論文 15 頁。今やこの観点は、習近平の“平和論”と
して理解されている。すなわち王澤応⽛中国和平主義倫理論綱⽜⽝求索⽞2018




































ウイグル族への中国化⽜（2019 年 10 月⚙日）に配布した資料に加筆したも
のである。講義の前半部分は、既に⽛戦前朝鮮の⽝皇国臣民化⽞と人権…
法治としての同化…⽜⽝札幌学院法学⽞第 36 巻第⚒号（2019 年 12 月）にお
いて発表した。前半は講義資料を治安維持法によって裁かれた判例を追加
し、さらに李恒寧の⽛肇國論⽜と梁啓超の⽛自由を放棄する罪⽜論を以て
補完したものである。第 37 巻第⚑号は、リレー講義の後半部分を収載し
た。講義後になされたアンケート調査によれば、中国の法治状況に関する
的を得た質問や意見が多くみられた。後半ではこれに応える意味で、今日
の“中国の政治司法”をめぐって、一定の紙幅を設けて詳述した。
② 拙稿の資料収集にさいして、鈴木賢教授及び坂口一成教授から数多のご教
示を得ている。また、不慣れな PC の操作について、三浦仁史氏、鈴木光
氏には再三ならずお世話になった。諸教授、諸氏に対し記して感謝の意を
表する。
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